
乃
木
希
典

「
金
州
城
下
作
」
と
唐
代
詩
文

付

、

歌

曲

「
花

」
・
唱

歌

「
仰

げ

ば

尊

し

」

と

古

典

丹

羽

博

之

要

旨

第

】
章
で
は
、
乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」

と
唐
代

の
李
華

の

「弔
古
戦
場
」

の
用
語

・
表
現

の
類
似
を
指
摘

し
、
乃
木

は

『古

文
真
宝
集
』
な
ど
に
収

め
ら

れ
て

い
る
名

文

を
参
考

に
し
て
作
詩

し
た
こ
と
を
考
察
。
第
二
章

で
は
、
武
島

羽
衣
作

詞

「
花
」

の
二
番

の
歌

詞
は

『源
氏
物

語
』
「
源
重

之
集
」

の
和

歌
を
利
用
し

た
も

の
で
あ

る

こ
と
を
指

摘
。

ま
た
、

「
見
ず
や
～
」

の
表
現

は
漢
詩

の
楽

府
体

の
詩

に
多
く
見

ら
れ
る
表
現
を
応

用
し
た
こ
と
を
指
摘
。

第
三
章

で
は
、

「仰

げ
ば
尊

し
」

の
歌

詞
も

『孝
経
』
や

『論

瑚

語
』

の
文
章
を

下
敷
き

に
し

て
い
る

こ
と
を
指
摘
。

ー

キ
ー

ワ
ー
ド

H
乃
木
希
典

武
島

羽
衣

日
本
漢
詩

二
〇
〇
四
年
は
日
露
戦
争
百
年
目

の
年

と
い
う

こ
と
で
、
色

々
と
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
私
が
少
年
時
代
を
送

っ
た

一
九
六
〇
年
代
と
錐
も
、

ふ
と
ん
の
中
で

祖
母

の
語
る
お
伽
噺
に
は
、
乃
木
大
将
の
話
や
死
ん
で
も
劇
夙
を
放

さ
な
か

っ
た
兵
士

の
物
語
が
あ

っ
た
。
幼

い
と
き
に
聞

い
た
音
楽
や
物
語
は

一
度
脳
裏

に
入
る

と
な

か
な
か
抜
け
な

い
と

い
う

が
、
戦
後

の
平
和
教
育

を
受
け
た
世
代

に
も
戦
前

の
軍
国
美
談
等
は
生
き
続
け

て
い
る
。
本
稿

で
は
明
治
期

の
作
品

と
漢
詩

文
と
の

関
わ
り
を
考
察
す

る
。
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、

「金

州
城
下
作
」

先
ず
、

こ
の
度
気

の
付

い
た
乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」

の
詩
を
挙
げ
る
。

山
川
草
木
転
荒
涼

十
里
風
腸
新
戦
場

征
馬
不
前
人
不
語

金
州
城
外
立
斜
陽

う
た

山
川
草
木

転
た
荒
涼

な
き
ぐ
さ

十
里
風
腹
し

新
戦
場

す
す

征
馬
前
ま
ず

人
語
ら
ず

金
州
城
外

斜
陽
に
立
つ

戦
前

の
教
育
を
受
け
た
人

で
こ
の
詩
を
知
ら
ぬ
人
は
あ
る
ま

い
。
し
か
し
、
乃
木
希
典

の
様

々
の
逸
話
、
美
談

は
戦
後
教
育

か
ら
は
姿
を
消
し
、
今

や
こ
の
詩
を

む

む

む

知
る
人
も
少
な

い
。
大
学

の
講
義

で
も
明
治

の
人
が
漢
詩
を
作

っ
た
事
を
話
す
と
、
驚
く
学
生
が
多

い
。

こ
の
詩

の

「
山
川
草
木
転
荒
涼
、
十
里
風
膿
新
戦
場
」

は

む

む

む

杜
甫

の
名
高

い

「
三
吏
三
別
」

の

一
首

「
垂
老
別
」

の

「
積
屍
草
木
膿
、

流
血
川
原
丹
」
等

の
表
現
を
下
敷

き
に
し
た

で
あ
ろ
う

事
は
、
先

に
述

べ
た

(「
軍
歌

と

漢
詩

(其

二
)
」
大
手
前
大
学
人
文
科
学
論
集

第

二
号

二
〇
〇
二
年
三
月
)
。
二
〇
〇
三
年
、
勤
務
先

の
大
学
院

の
授
業

で
こ
の
詩
を
紹
介
す
る
と
、
台
湾

か
ら

の
留
学
生

の
李
恒
全
君
が

「
山
川
震
眩
」
「
征
馬
蜘
踊
」

の
表
現
が
中
国

の
古
典

に
あ
る
と
教
え

て
く
れ
た
。
後
日
そ
れ

は
、
唐

の
李
賀

の

「
弔
古
戦
場
」

と

い
う
、

『古
文
真
宝
』
『
続
文
章
規
範
』
に
も
収
め
ら
れ
て

い
る
大
変
有
名
な
文

で
あ

る
事
が
判
明
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

乃
木

の
詩

と

「
弔
古
戦
場
」
と

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

石
川
忠
久
氏

が
己

に
指
摘
さ
れ
て
い
た

(『
私

の
漢
詩
講
義
』
大
修
館
書
店

二
〇
〇
二
年
四
月
)
。

石
川
氏

の
験
尾

に
付
し

て
、
両
者

の
分
析
を
加
え

て
み
る
。
同
書

で
は
、

「
弔
古
戦
場
」

の

一
部

の

主
客
相
搏
、
山
川
震
眩
。
声
折
江
河
、
勢
崩
雷
電
。
至
若
窮
陰
凝
閉
、
凛
洌
海
隅
、
積
雪
没
脛
、
堅
泳
在
髪
、
驚
鳥
休
巣
、
征
馬
跳
囲
。
絶
績
無
温
、
堕
指
裂

膚
。
当
此
苦
寒
、
天
仮
強
胡
。

(16)



う

さ

主
客
相

い
搏
ち
て
、
山
川
震
眩
す
。
声

は
江
河
を
折
き
、
勢

い
は
雷
電

を
崩
す
。

窮
陰
凝
閉
し

て
、
海
隅
に
凛
洌
た
る
が
如
き
に
至
り

て
は
、
積
雪
脛
を
没

し
、
堅
泳
繍

に
在
り
、
鴛
烏
巣

に
休

み
、
征
馬
も
蜘
囲
す
。
繕
繍
温
無

く
、
指
を
堕
と
し
膚
を
裂
く
。
此

の
苦
寒

に
当

た
り
て
、

天
強
胡
に
仮
す
。

を
挙
げ
て
、
「
古
戦
場
」

と

「新
戦
場
」
、

「
山
川
」
、
「
征
馬
」
等

の
詩
句

の
類
似

を
指
摘

さ
れ

た
。
石
川
氏

は
更

に
、
征
馬

に
関
し

て
は
更

に
韓
愈

の
有
名
な
七

律

「
左
遷
至
二
藍
関

一
示
二
姪
孫
湘

こ

の

「
雪
擁
二
藍
関

一馬
不
レ
前
」
も
挙
げ
ら
れ
て

い
た
が
、
李
恒
全
君
も

こ
の
韓
愈

の
例
を
知

っ
て

い
て
、
私

に
教
え

て
く
れ
て

い
た
。
国
も
違

い
、
年
も
か
な
り
違
う

二
人
の
漢
詩

の
造
詣

の
深
さ
に
胸
を
打
た
れ

た
。

「
弔
古
戦
場
」
を
読

む
と
、

石
川
氏

の
指
摘
以
外

に
も
、
乃
木

の
詩

と
共
通
す

る
箇
所
が
あ
る
。

河
水
繁

帯
、
群
山
糾
紛
。
賠
号
惨

惇
、

む

　

む

む

え

い
た

い

風
悲
日
嚥

河
水
榮
帯
し
、
群
山
糾
紛
す
。
賠
と
し
て
惨
惇
し
、
風
悲
し
み
日
嚥
る
。

「
弔
古
戦
場
」

む

む

む

　

十
里
風
腿
新
戦
場

金
州
城
外
立
斜
陽

「
金
州
城
下
作
」

(17)

 

・
を
付
し
た
箇
所

の
類
似
や
、
多

く
の
血
を
吸

っ
た
戦
場

は
寂

と
し
て
、
人
も
鳥
獣
も
声
を
立
て
な

い
こ
と
を
共

に
、

せ
き
せ
き

鳥
無
声
号
山
寂
寂
、
夜

正
長
号
風
漸
漸
。

鳥

は
声
無
く
し
て

山
は
寂
寂

た
り
、
夜
は
正
に
長
く
し

て

風

は
漸
漸

た
り
。

「
弔
古
戦
場
」

征
馬
不
前
人
不
語

「金

州
城
下
作
」

と
描

写
す

る
。

更

に
、

「
弔
古

戦

場
」

に

は
、

鳴
呼
憶
嗜
、
吾
想
夫
北
風
振
漠
、
胡
兵
伺
便
。
・王
将
驕
敵
、
旗
門
受
戦
。

鳴 あ

呼 あ

憶 あ

Qあ
A

吾
想

ふ
に
、
夫
れ
北
風
漠

に
振
ひ
、
胡
兵
便
を
伺

ふ
。
主
将
敵

乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」
と
唐
代
詩
文
i

付
歌
曲

「花
」
唱
歌

「仰
げ
ば
尊
し
」
と
古
典
1
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を
驕
り
、

旗
門
戦
を
受
く
。

と
、
主
将
が
敵

を
侮
り
、
驕

っ
て
い
た
た
め
に
苦
戦
し
た
事
を
述

べ
る
。

こ
れ
は
、
南
山
攻
略

に
お
け
る
日
本
陸
軍
首
脳

の
判
断
と
類
似

し
て

い
る
よ
う

に
思
え

る
。
当
初
南
山
の
戦
死
傷
者
数

の
報
告
を
受
け
て
、
大
本
営

で
は
ゼ

ロ
が

一
つ
多

い
の
で
は
な

い
か
と
疑

っ
た
と

い
う
。
ま
た
、

乃
木

の
第

三
軍
も
、
日
清
戦
争
時

一
日
で
陥
し
た
経

験
か
ら
旅
順
攻
略
を
甘
く
見
て

い
た
ふ
し
も
あ

る
。
李
華
と
乃
木

と
の
間

に
は
約
千
年

の
時
が
あ
る
が
、
時
空
を
超
え
て
戦
争

の
真
理
は
存
す
る

ら
し

い
。
後

の
ミ

ッ
ド
ウ

ェ
イ
、
ガ
タ

ル
カ
ナ

ル
等

で
の
敵
を
甘
く
見
た
結
果

の
日
本
軍

の
敗
北
を
も
想
起
さ

せ
る
。

こ
の
段

の

「
夫

れ
北
風
漠
に
振

ひ
、
胡
兵
便
を
伺

ふ
。
」
と

い
う
中
国
北
方
異
民
族

の
侵
略

の
歴
史

と
、
露
西
亜
帝
国

の
南
下
政
策

に
類
似
性
を
感

じ
た
明
治
人

せ
い
ら
く
し
ゅ
う
ふ
う

ご
じ
ょ
う
げ
ん

こ
が

も

い
た

の
で
は
な

い
か
。
「
弔
古
戦
場
」

は
当
時
よ
く
読

ま
れ
て
い
た
よ
う

で
、
土
井
晩
翠

「星
落

秋

風
五
丈

原
」

の

「心
を
焦
し
身
を

つ
く
す
、
暴
露

の

つ
と

さ
ら

め
幾
と
せ
か
」

の
詩
句
は
、
「
万
里
奔
走
し
、
連
年
、
露

に
暴
さ
る
」

(「
弔
古
戦
場
」
)

の
イ

メ
ー
ジ
と
い
う

(松
浦
友
久

『
詩
歌
三
国
志
』
新
潮
選
書
)
。

　

む

む

む

た

け

き

「
弔
古
戦
場
」

は
乃
木
も
利

用
し
た
が
、

こ
の
文
の

「
堕
指
裂
膚
」

の
表
現
は
、
明
治
唱
歌

の
名
手
、
大
和
田
建
樹

の

「
あ
わ
れ
の
少
女
」

の

「
吹
き
捲
く
風
は

む

む

む

　

顔
を
裂
き
」
や
軍

歌

「
独
立
守
備
隊

の
歌
」

(土
井
晩
翠
作
詞
)
の

「
炎
熱
鉄
を
と
か
す

日
も

氷
雪
肌
を
裂
く
夜
半
も
」
、
「
朝
鮮
国
境
守
備

の
歌
」

(旧
朝
鮮

国
境

む

む

む

む

む

　

む

む

む

む

守
備
隊
作
詞
)
の

「
太
刀
は
く
肌
は
裂
く
る
と
も

銃
執

る
双
手

は
お

つ
る
と
も
」

に
影
響
を
与
え

て

い
る

(拙
稿

「
明
治
唱
歌

『あ
わ
れ

の
少
女
』

に
見
る
和
洋

り

む

り

り

中
折
衷

の
文
化
」

『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
2

二
〇
〇
三
年
九
月
)
。
更

に
乃
木

の
脳
裏
に
は

「
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」

の
仏
語
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。

「
立
斜
陽
」

の
詩
句
は
、
「
寒
泉
」

の
検
索
に
よ
る
と
、
唐
詩

に
は
二
例
見
え
る
が
乃
木

の
詩
と

の
類
似
は
認
め
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
「
立
斜
陽
」

の
詩
句

は
、

宋

の
詩
人
王
禺
稽

の
詩

「
村
行
」

に
も
見
え
る
。

う
が

馬
穿
山
径
菊
初
黄

信
馬
悠
悠
野
興
長

万
整
有
声
含
晩
籟

数
峯
無
語
立
斜
陽

業
梨
葉
落
咽
脂
色

馬
山
径
を
穿
ち

菊
初
め
て
黄
な
り

ま
か

馬
に
信
せ
て
悠
悠

野
興
長
し

万
堅
声
有
り

晩
籟
を
含
み

数
峯
語
無
く

斜
陽
に
立
つ

業
梨
葉
落
ち

脳
脂
の
色

(18)



蕎
麦
花
開
白
雲
香

蕎
麦
花
開
き

白
雲
香
し

何
事
吟
余
忽
慨
恨

何
事
ぞ
吟
余

忽
ち
慨
恨
す

村
橋
原
樹
是
吾
郷

村
橋
原
樹

是
れ
吾
が
郷

「立
斜
陽
」
の
表
現
以
外
に
も

「数
峯
無
語
」
と

「人
不
語
」

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

が
類
似
し
て
お
り
、
馬
も
登
場
す

る
。
但
し
、
詩
興
は
全
く
別

の
も
の
で
あ
り
、
単

に
似
て

い
る

二

「
花
」

(武
島

羽
衣
作
詞

・
瀧
廉
太
郎
作
曲
)
の
古
典
世
界

花

武
島
羽
衣
作
詞

瀧
廉
太
郎
作
曲

(19}

 

春

の
う
ら
ら

の
隅
田
川

の
ぼ
り
く
だ
り

の
船

人
が

擢

の
し
ず
く
も
花
と
散

る

眺
め
を
何

に
喩

ふ
べ
き

見
ず
や
あ
け
ぼ
の
露
浴
び
て

わ
れ
に
も
の
言
う
桜
木
を

見
ず
や
夕
暮
れ
手
を
の
べ
て

わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青
柳
を

錦
織
り
な
す
長
堤
に

暮
る
れ
ば
の
ぼ
る
お
ぼ
ろ
月

げ

に

一
刻
も
千
金

の

眺
め
を
何

に
喩
う

べ
き

乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」
と
唐
代
詩
文

付
歌
曲

「花
」
唱
歌

「仰
げ
ば
尊
し
」
と
古
典
-
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芸
術
的
な
歌
曲

の
第

一
号

と
し
て
あ
ま
り

に
も
有
名
な
歌
で
あ
る
。
同
じ
、
武
島
作
詞
、
瀧
廉
太
郎
作
曲

の

「
箱
根

八
里
」

の
歌

詞
に
も
漢
詩

の
影
響

は
濃
厚

で

あ
る
が
、

こ
の

「
花
」

の
歌

詞
に
も
和
漢

の
作
品
が
下
敷
き
に
さ
れ

て
い
る
。

一
番

の
歌
詞

の

「
花
と
散
る
」
と

我

の
み
や
世
を
う

く
ひ
す
と
鳴
き
わ
び
ん
人
の
こ
こ
ろ

の
花
と
ち
り
な
ば

(『
古
今
和
歌
集
』
恋
五

・
七
九
八

・
読

み
人
し
ら
ず

「
小
町
集
」
92
)

今
更
に
妹

に
あ
は
め
や
春
霞

た
な
び
く
野
辺

の
花
と
ち
り
な
ん

(『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五

・
三
〇
入
六

・
わ
ぎ
も
こ

・
み

つ
ね
)

万
朶

の
桜
か
襟

の
色

花
は
吉
野

に
乱
れ
咲
く

大
和
男

の
子
と
生
ま
れ
な
ぱ

散
兵
線

の
花

と
散

れ

「
歩
兵

の
歌
」

咲

い
た
花
な

ら
散
る

の
は
覚
悟

「
同
期

の
桜
」

等

の
和
歌
や
軍
歌

に
見
え
る
表
現
と
を

『国
歌
大
観
』
な
ど

で
調

べ
て
い
る
時

に
、
『
源
氏
物
語
』

の
次

の
歌
と

「
花
」
と

の
歌

詞

の
類
似
性

に
気

づ
い
た
。

春

の
う

ら
ら

の
隅
田
川

の
ぼ
り
く
だ
り

の
船
人
が

擢

の
し
ず
く
も
花
と
散

る

眺
め
を
何
に
喩

ふ
べ
き

(20}
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春

の
日
の
う
ら
ら

に
さ
し
て
ゆ
く
舟

は
樟

の
雫
も
花
ぞ
ち
り
け

る

(『
源
氏

物

語

』
・
胡

蝶

・
女
房

の
作
)

「春

の
う
ら
ら

の
」
「
舟
、
樟

・
擢

の
雫
」
「
花

と
散
る
」
が

「
花
」

の
歌

詞
と
き
わ
め
て
類
似
し

て
い
る
。
武
島

羽
衣

は
、
『
日
本

の
唱
歌

上
』

(金

田

一
春
彦
1

安
西
冬
子

・
講
談
社
文
庫
)

に
よ
る
と
、

武
島

羽
衣

(
一
八
七
ニ
ー

一
九
六
七
)
。
国
文
学
者

・
歌
人

・
詩

人
。

(中

略
)

明
治
二
十
九

年
、
東
大

の
国
文
科
を
卒

業
。
学
生
時
代

か
ら

詩

に
秀
で
友
人

の
高
山
樗
牛

・
大
町
桂
月

・
塩
井
雨
江
ら
と
と
も

に
、
美
文

の
作
者

と
し

て
名
を
な
し
た
が
、

の
ち

に
歌
人

に
転
じ
、
御
歌
所

の
寄
人
を
命

じ
ら
れ
た
。

(中

略
)
作
詞

で
は
こ
の

「
花
」

の
ほ
か
、

「美

し
き
天
然
」
が
有
名
。
文
部
省
唱
歌

の
中
に
も
作
が
あ

る
は
ず

で
あ

る
が
、
今
は
ど
れ
が
そ
う

か
不

明
。

と
あ
り
、
「
花
」
を
作
詞
す

る
に
あ
た

っ
て
、

『
源
氏
物
語
』

の
和
歌
を
粉
本
と
し
た

こ
と
は
間
違

い
な

い
で
あ
ろ
う
。
武
島

の
他

の
美
文

の
背
景
に
も
、
和
漢

の
古

典

の
素
養

が
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。

Dω

こ
の
こ
と
は
、
小
生

の
新
発
見

と
し

て
、

二
〇
〇
四
年
度

の
勤
務
先

の
授
業
で
話
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の

一
週
間
後
、
吹
浦
忠

正
氏

の
著
書

『歌

い
継
ぎ
た
い

日
本

の
心

愛
唱
歌

と

っ
て
お
き

の
話
』

(海
竜
社

・
二
〇
〇
三
年
四
月
)

に
、
田
辺
聖
子
氏

か
ら

の
手
紙
で

「
花
」

の
歌

詞
は

『
源
氏
物
語
』

(胡
蝶
)
か
ら

の

本
歌
取
り
で
あ
る

こ
と
が
紹
介

さ
れ
て
い
た
の
を
知

っ
た
。
後
日
、
学
生

に
は

「
先
即
制
人
、
後
則
為
人
所
制

(先
ん
ず
れ
ば
即
ち
人
を
制

し
、
後

る
れ
ば
則
ち
人

く
ら

あ
や
ふ

の
制
す

る
所
と
為

る
)
」

(
『史
記
』
)
、
「
学
不
思
則
岡
、
思
不
学
則
殆

(学

び
て
思

は
ざ
れ
ば
則

ち
岡
し
、
思

ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
」

(『
論
語
』
)

の
好
例
と

し
て
紹
介
し
た
。

も
の
い

「
わ
れ
に
も

の
言
う
桜
木
を
」

の
表
現
と
、

『史
記
』
「
桃
李
不
言
、
下
自
成
踵
。

(桃
李
言
は
ざ
れ
ど
、
下
自
ら
践
を
成
す
)
」

(李
広
伝
)
と

の
関
係
を
調

べ
て

い
る
う
ち

に
、

お
む
な

の
い

へ
に
、
も
も

の
は
な
や
す
も
も
は
な
や
な
ど
む
ら
む
ら
さ
き
た
り
、
う
ぐ

ひ
す
な
く

82
う

ぐ

ひ
す

の
声

に
呼
ば
れ
て
う

ち
来
れ
ば
も
の
い
は
ぬ
花
も
人
ま
ね
き
け
り

乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」
と
唐
代
詩
文
-

付
歌
曲

「花
」
唱
歌

「仰
げ
ば
尊
し
」
と
古
典
ー
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「
重
之
集
」

(新
編

『国
歌
大
観
』
・
『夫
木
和
歌
抄
』

に
も
入
集
)

の
歌
に
気

づ
い
た
。

こ
の
和
歌

の
下

の
句
か
ら

も

の
い
は
ぬ
花
↓
わ
れ
に
も

の
言
う

桜
木

人
ま
ね
き
け
り
↓
わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青
柳

の
歌
詞
が
作
ら
れ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
源
重
之
は
小
倉
百
人

一
首

の

「
風
を

い
た
み
岩
打

つ
波

の
お

の
れ
の
み
砕
け
て
物
を
思

ふ
こ
ろ
か
な
」

の
歌
で
有

名
な
歌
人

で
あ
る
。

こ
の
重
之
歌
は
勅
撰
和
歌
集

に
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
特

に
有
名
な
歌

で
は
な

い
が
、
そ
れ
を
う

ま
く
利

用
し
た
武
島

の
力
量

は
み
ご
と
で
あ

る
。
有
名
な
歌
で
な

い
分
、

「花
」

の
歌
詞

に
影
響

を
与
え
た
こ
と
に
は
気

づ
か
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
黄

平
安
朝
和
歌

の
研
究
に
志
」

.曲

.
丹
集
L
や

.
重
之
集
L
を
繰
返
し
読
ん

で
い
た
頃
は
全

く
気

づ
か
な
か

っ
た
が
、
二
+
数

後
年

に
、
重
之
集

の
歌

謝

が
唱
歌

「
花
」

に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
初

め
て
知

っ
た
。
な
お
、
重
之

の
和
歌

は
、
『
源
重
之
集

・
子

の
僧

の
集

・
重
之
女
集
全
釈
』

(目
加

田
さ
く
を

.
風
間

ー

書
院

・
一
九
八
入
年
九
月
)

に
は
、
言
及
が
無

い
が
、

こ
の
和
歌
は
先

に
挙
げ

た

『
史
記
』
を
踏
ま
え
て

い
る

こ
と
は
言
う

ま
で
も
な

い
。
平
安
時
代

に
も

「桃
李

不
言
」

は
、
人
口
に
膳
表
し

て
お
り
、

『和
漢
朗
詠
集
』

に
も
認
め
ら
れ
る
。

ひ
そ

そ
う

は

夜

の
雨
楡

か
に
湿
し

て

曽
波

の
眼
新

た
に
媚

び
た
り

暁

の
風
緩
く
吹

い
て

不
言

の
口
先

づ
咲
め
り

は
な

桃
始
め
て
華
さ
く
序

紀

(『
和
漢
朗
詠
集
』
三
月
三

日
付
桃
)

は
、

そ

の

一
例

。

な

お
、

こ

こ
で
は

桃

の
華

を
美

人

に

喩

え

て

い
る
。

「
も

の
言
う

花
」

等

を

『
日
本
国

語

大

辞
典

』

(旧

版

)
で
調

べ
る

と
、



も

の
言
う
花

物

の
意
味
を
解
し
、
口
を
き
く
花

の
意

で
、
美
人

の
称
。
解
語

の
花
。
浮
世
草
子

・
男
色
大
鑑
-
八

・
三

「
是
ぞ
今

の
世
の
色
づ
く
し
物

い
ふ
花
山

に
入
る
、

春

の
世
の
な
ら
べ
枕
」

(中
略
)
当
世
書
生
気
質

〈
坪
内
遣
遥
〉
「
鉄
石

の
勉
強
心
も
変
わ
る
な
ら

ひ
の
飛
鳥
山

に
物

い
ふ
花
を
見
る
書
生

の
運
動
会
」

も

の
言
わ
ぬ
花

美
人
を

「物
言
う

花
」
と

い
う

の
に
対
し
て
、
草
木

の
花

の
称
。

(前

掲
重
之
集

の
例
)
浮
世
草
子

・
風
流
曲

三
味
線
-

一
・
一

「物

い
は
ぬ
花
も
を

か
し

か

ら
ず
、
紅
葉

が
赤

い
と
て
酒

の
相
手
に
も
な
ら
ず
」
L

と
あ
る
。
先
ず
、
「
も

の
言
わ
ぬ
花
」

の
語

が
で
き
、
解
語

の
花
な
ど
か
ら
、
「
も

の
言
う
花
」

が
造
語
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
解
語

の
花

は
、
唐

の
玄
宗

が
楊
貴
妃
を
解
語
花
と
称
し
た
事

に
基

づ
く

(
『開
元
天
宝
遺
事
』
)
。

「
見
ず

や
～
」

と
い
う
表
現
も

「
聞
か
ず

や
～
」
と
と
も

に
楽
府
な
ど

の
歌
謡
を
伴

っ
た
漢
詩

に
屡

々
用

い
ら
れ
、
「
注
意
を
う
な
が
す
」

(吉
川
幸
次
郎

『杜
甫

詩
注
』
;

口
い
方
で
あ
ゑ

劉

え
だ

不
見
連
理
枝

異
根
同
條
起

見
ず
や
連
理
の
枝

根
を
異
に
す
る
も
條
を
同
じ
く
し
て
起

つ
を

子
夜
歌

「歓
愁
儂
亦
惨
」

君
不
聞
漢
家
山
東
二
百
州

千
村
万
落
生
荊
杞

君
聞
か
ず
や

漢
家
山
東
二
百
州

千
村
万
落
荊
杞
を
生
ず
と

ほ
と
り

君
不
見
青
海
頭

古
来
白
骨
無
人
収

君
見
ず
や
青
海
の
頭

古
来
の
白
骨

人
の
収
む
る
無
く

杜
甫

「兵
車
行
」

君
不
見
昔
時
呂
尚
美
人
賦

又
不
見
今
日
上
陽
白
髪
賦

君
見
ず
や

昔
時
呂
尚
が
美
人
の
賦
を

又
た
見
ず
や

今
日
上
陽
白
髪
の
賦
を

白
楽
天

「上
陽
白
髪
人
」
(電
ω
一)

乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」
と
唐
代
詩
文

付
歌
曲

「花
」
唱
歌

「仰
げ
ば
尊
し
」
と
古
典
-



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

君
不
聞
開
元
宰
相
宋
開
府

不
賞
辺
功
防
類
武
、
又
不
聞
天
宝
宰
相
楊
国
忠
、
欲
求
恩
幸
立
辺
功
、
君
聞
か
ず
や

開
元
の
宰
相
宋
開
府

辺
功
を
賞
せ
ず

け
が

し
て
武
を
頴
す
を
防
ぐ
を
、
又
た
聞
か
ず
や

天
宝

の
宰
相
楊
国
忠
、
恩
幸
を
求

め
ん
と
欲
し
て
辺
功
を
立
て
、

同

「
新
豊
折
腎
翁
」

(宮
ω
ω
)

杜
甫
、
白
楽

天
は
、

二
句

セ
ッ
ト

に
な

っ
て
使
わ
れ
て

い
る
が
、

「
花
」
も

「
見
ず
や
あ
け
ぼ
の
」
「
見
ず
や
夕
暮
れ
」
と
繰

り
返
し

て
用

い
ら
れ
対
句
仕
立
て
に

な

っ
て

い
る
。
前

掲

の
漢
詩
は
歌
謡
を
と
も
な

っ
た
も

の
で
あ
り
、
歌
曲

「花
」

の
性
格

に
も
近

い
。

さ
ら
に
、
三
番

の
歌

詞
の
錦
を
花

に
た
と
え
る

の
も
漢
詩

の
表
現
に
倣

っ
た
も

の
で
あ
る

(蔵
中

ス
ミ
氏

『歌
人
素
性

の
研
究
』
「
第
二
章
素
性

の
和
歌

第
二
節

当
代
漢
詩
と

の
交

渉
」
・
桜
楓
社
)
。
蔵
中
氏
は
素
性

の

見
渡
せ
ば
柳
桜
を
こ
き
ま
ぜ
て
都
ぞ
春
の
錦
な
り
け
る

の
歌
に
見
え
る

「
春

の
錦
」

の
例

を
漢
詩

の
表
現

に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら

に
、

こ
の
歌

の

「柳
桜
」
は

「
花
」

の
二
番

の
歌

詞

の

「
わ
れ

に
も

の
い
ふ
桜

木
」
「
わ
れ
さ
し
ま
ね
く
青
柳
」

に
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な

い
か
。

『
日
本
国
語

大
辞
典
』

(
旧
版
)
の

「
青
柳
」

の
項
に
は

青
柳

料
理
茶
屋

の
名
。
近
世
、
文
化

の
頃

か
ら
明
治
初
年
ま

で
、
江
戸
両
国

の
駒
留
橋
付
近

に
あ

っ
た
。
洒
落
本

.
青
楼
松

の
裡

「
尚
左
堂

の
会
を
し
ま

っ
て
、
そ
れ
か
ら
青
柳

(
ア
オ
ヤ
ギ
)
で
の
ん
で
、

こ
け

へ
く
る
ま
で
」

と
あ

る
。
桜
木

に
美
人

(遊
女
)
、
青
柳

に
隅
田
川
畔

の
料
理
茶
屋

を
隠
し
、
所
謂
花
柳
界
を
連
想
さ
せ
る
趣
向
に
な

っ
て
い
る
と
も
解
せ
る
。
漢
詩

に
於

い
て
は
、

名
花
は
名
妓

で
も
あ

っ
た
(
「蓼

の
花
と
名
妓

(蓼
花
)
」
『
一
海
知
義

の
漢
詩
道
場
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
四
年
三
月
)
。
花
見

の
あ
と
に
は
花
柳
界

へ
く
り
だ
す

こ
と

も
あ

っ
た
の
か
も

し
れ
な

い
。

一
、

二
番

の
歌

詞
は
、
日
本

の
古
典

の
利
用
が
濃
厚
で
あ
る
が
、
三
番

の
歌

詞
の

「
げ
に

一
刻
も
千
金

の
眺
め
」
や

「
く
る
れ
ば
の
ぼ
る
お
ぼ
ろ
月
」
は
、
蘇
東

あ
た
ひ

か
げ

坂
の

「
春
夜
」

の

「
春
宵

一
刻
直
千
金
、
花
有
清
香
月
有
陰

(春
宵

一
刻

直

千
金
、
花

に
清
香
有
り

月

に
陰
有
り
)
」
を
下
敷
き

に
し
て
作
ら
れ
た
の
は
、
明
ら

(24)



か
で
あ
ろ
う
。

一
番

の
歌
詞
は

『
源
氏
物
語
』
と

い
う
日
本
古
典

か
ら
取
り
、
二
番

は
和
歌

・
漢
詩
双
方

の
表
現
を
利

用
し
、
三
番

の
歌
詞
は
中
国
古
典

か
ら
採

る

と

い
う

和
漢

の
先
行
作
品

の
受
容
が
認
め
ら
れ
る
。
和
漢

の
古
典
を
吸
収
し
、

明
治

の
文
語
文
と
し
て
美
し

い
歌
詞
に
織
り
上
げ
た
武
島
羽
衣

の
技
量
は
見
事
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ

の
メ

ロ
デ
ィ
は
西
洋
音
楽
を
基

に
し
て
作
曲
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

「
蛍

の
光
」
、
「
故
郷

の
空
」
等

の
明
治
唱
歌

の
多
く
が
西
洋

の
メ

ロ
デ
ィ
に
無
理
に
日
本
語

の
歌
詞
を
当

て
嵌
め
て
歌

っ
て
い
た
時
も
、
そ
の
歌
詞
に
は
明
治
人

に
深
く
培
わ
れ
た
漢
詩

の
表
現
が
利
用
さ
れ
た

(前
掲
丹
羽
論

文
)
。
漸
く
日
本
人

の
手

で
本
格
的
な
歌
曲

が
作
ら
れ
た
が
、
そ

の
歌
詞
に
は
和
漢

の
多
く

の
古
典

が

下
地

に
な

っ
て
い
る
。
作
詞

の
場
合
は
新
し

い
日
本
語

の
表
現
を
模
索
し

て

い
た
時
代

で
あ
り
、
和
漢

の
古
典

に
そ

の
手
本
を
求
め
る

こ
と
は
自
然
な
成
り
行
き
で

あ

っ
た
。
作
曲

の
場
合

は
そ

の
範

と
す

る
べ
き
音
曲

が
無
く
、
瀧
廉
太
郎

の
苦
心
も
思

い
や
ら
れ
る
。
瀧
廉

太
郎

の

一
見
洋
楽
風
と
見
え
る
新
し

い
歌
曲

に
も
邦
楽

か
ら
影
響
を
受
け

た
箇
所
も
あ

る
と
思
う

の
で
あ
る
が
、
文
学

研
究
家

の
手
に
余

る
テ
ー

マ
で
あ
り
、
専
門
家

の
言
を
待

ち
た

い

(或

い
は
已
に
そ
う
し
た
こ
と
は

音
楽
研
究
家

に
よ

っ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
が
)
。

三

「
あ

お
げ

ば
尊

し
」
と

「身
体
髪
膚
受
之
父
母

」
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身
体
髪
膚
受
之
父
母

不
敢
殿
傷
孝
之
始
也
。

身
体
髪
膚

之
を
父
母
に
受
く
、
敢

へ
て
殿
傷

せ
ざ
る
は
孝

の
始

め
な
り
。

立
身
行
道
、
揚
名
於
後
世
、
以
顕
父
母
、
孝
之
終
也
。

身
を
立

て
道

を
行

ひ
、
名
を
後
世
に
揚
げ
、
以

て
父
母
を
顕
は
す

は
、

(『
孝
経
』
開
宗
明
義
)

孝

の
終
り
な
り
。

(『孝
経
』
開
宗

明
義
)

古

い
教
育
を
受
け
た
世
代

に
は
、
人
口
に
謄
表
し
た

「身
体
髪
膚
受
之
父
母
」
。

親
孝
行

の
第

一
歩
は
悪

な
く
生

き
る

こ
と
、
今

の
世

に
も
通

じ
る
至
言

と
思

う

の
だ
が
、
最
近

は
漢
文
軽
視

の
風
潮
も
あ

っ
て
か
耳

に
す

る

こ
と
も
少
な
く
な

っ
た
。
お

っ
ち

ょ
こ
ち
ょ

い
で
怪
我
ば

か
り
し
て

い
る
子
を
持

つ
親
に
と

っ
て
は
、

子
を
持

っ
て
知

る
親
心

で
あ

る
。

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、

『
孝
経
』

の

「
立
身
行
道
、
揚
名
於
後
世
」
か
ら

「
あ

お
げ

ば
尊
し
」

の

「
身
を
立
て

名
を
あ
げ
」

の
歌

詞
が
生

ま
れ

た
こ
と

に
気
づ

乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」
と
唐
代
詩
文
-

付
歌
曲

「
花
」
唱
歌

「仰
げ
ば
尊
し
し
と
古
典
i



人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

い
た

。

「
あ

お
げ

ば
尊

し

」

の
歌

詞

は
、

あ
お
げ

ば
尊
し

我

が
師

の
恩

教
え

の
庭

に
も

早
幾
年

思
え
ば

い
と
疾

し
、

こ
の
年
月

今

こ
そ

別
れ
め

い
ざ
さ
ら
ば

互

い
に
む

つ
み
し

日
ご
ろ

の
恩

別
る
る
後

に
も
、
や
よ

忘

る
な

身

を
立

て

名
を
あ
げ
、
や
よ
、
は
げ

め
よ

今

こ
そ

別
れ
め
、

い
ざ
さ
ら
ば

{26)

 

朝
夕

馴
れ

に
し
、
ま
な
び
の
窓
。

蛍

の
と
も
し
火
、
積

む
白
雪

忘

る
る

間
ぞ
な
き

ゆ
く
年
月

今

こ
そ

別
れ
め
、

い
ざ
さ
ら
ば

と
あ
る
。

こ
の
こ
と
を

い
つ
か
書

こ
う

と
思

っ
て

い
る
と
、
己

に
読
売
新
聞

文
化
部

『
唱
歌

・
童
謡
も

の
が
た
り
』

(岩
波
書
店

一
九
九
九
年
刊

・
浅
見
恭
弘
執

筆
)
に

「
仰
げ
ば
尊
し
」

の
歌
詞
は

『
孝
経
』
を
利
用
し
て

い
る
と

い
う
指
摘

が
あ

っ
た
。
同
書

に
は
、

歌
詞

は
、
二
番

の

〈身

を
立
て
名
を
あ

げ
〉
を
、
中
国

の
古
典

「
孝
経
」
を
引
き
、
〈
身
を
立
て
、
名
を
あ
げ
、
〉

に
直
す
な
ど
、

い
く

つ
か
の
変
更
点

が
あ

っ



た
。た

た
き
台
と
な

っ
た
元
詞

の
作
者

は
不

明
だ
が
、

だ
れ
が
書

い
た
と
し
て
も
、
合
議

に
よ

っ
て
完
成

し
た

こ
と

に
変
わ
り
な

い
。
「
リ
ー
ダ
ー
格

は
稲
垣
千

頴

(
『蝶

々
』

の
二
番
な
ど
を
作
詞

か
)
。
内
容

が

『
蛍

の
光
』

と
対

に
な

っ
て
い
る

の
は
、
伊
沢
修

二
が
稲

垣
ら

の
学
者

に
依
頼
し

て
、
そ
う

作
ら

せ
た

の
か

も
し
れ
な

い
」

最
大

の
謎
は
、
曲
が
ど
う
や

っ
て
出
来

た
か
、

で
あ

る
。

曲
調
は
外
国
風
だ
。
八
分
の
六
拍
子

で
、
長
調

だ
が
、

「
ド
」

や

「
ソ
」

で
な
く
、
「
ミ
」

で
始
ま
る
メ
ラ

ン

コ
リ

ッ
ク
な
旋
律
を
作
る
の
は
、
当
時

の
日
本
人

に
は
難
し

い
。

同
じ

「
小
学
唱
歌
集
」

に
は
、

ス

コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
民
謡
な
ど

の
外
国
曲
が
多
数
収

め
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら

の
中
に
は
日
本
語

の
ア
ク
セ

ン
ト

と
旋
律

が
う
ま
く
合
わ
な

い
も

の
も
あ
る
。

『
仰
げ
ば
…
…
』

の
場
合
は
、
そ
れ

が
ぴ

っ
た
り

マ
ッ
チ
し
て

い
る
。
歌
詞
が
出
来
た
後
に
曲
を
新
作
し
た
よ
う

に
も
聞

こ
え
、
何
と
も
不
思
議
な

の
だ
。

と
あ
る
。

『孝
経
』
引
用

の
こ
と
は
、
さ
り
げ
な
く
書

か
れ
て
い
る
が
、
執
筆
者
浅
見
氏

の
新
発
見
な

の
で
あ

ろ
う

か
。
或

い
は
己

に
ど
な

た
か
が
発
表
さ
れ
て

い

る
の
で
あ

ろ
う

か
。

小
学
生

の
こ
ろ
、

こ
の
歌
を
卒
業
式

で
歌

い
な
が
ら
、
何
故

「
お
し
え

の
庭
」
な

の
か
不
思
議

に
思

っ
た
記
憶

が
あ

る
。
教
室

で
習
う

の
で
あ
る
か
ら
、
「学

び

舎
」

で
は
な

い
の
か
と
。
校
庭
で
は
主

に
体
育
を
習

っ
た

の
に
と
。

こ
の
疑
問
も
大
学

で
日
中

の
古
典
を
学
ん

で
氷
解
し

た
。
「
教
え

の
庭
」
は
、
『
論
語
』

(季
氏
)

の
有
名
な

「庭
訓
」

の
故
事

に
基
づ
く
。

り

は
し

か

こ
た

鯉
趨

而
過
庭
、
日
、
学
詩
乎
、
対

日
、
未
也
、
不
学
詩
、
無
以
言
、
鯉
退
而
学
詩
。

鯉
趨

り
て
庭
を
過
ぐ
、

曰
は
く
、
詩
を
学

び
た
る
乎
と
、
対

へ
て
曰

は
く
、
未

だ
し
と
、
詩
を
学
ば
ざ
れ
ば
、

以
て
言

ふ
無

し
と
、
鯉
退
き
て
詩
を
学

ぶ
。

(鯉

は
孔
子

の
息
子

の
名
)

こ
の
故
事

か
ら

「
庭
訓
」

は
、
次

の
よ
う
な
意

味
を
持

つ
。

家
庭

の
教
育
。
孔
子

の
子
の
鯉

が
庭
を
足
早

に
通
り
過
ぎ
た
と
き
、
孔
子
が
呼
び
と
め
て
、
詩

や
例
を
学

ぶ
よ
う

に
教
え
た
故
事

に
基
づ
く
。
家
教
。

(『
新
字
源
』
)

こ
の
庭
訓

の
故
事

か
ら
、
本
朝

の

『庭
訓
往
来
』

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
等
が
生
ま
れ
、

『論
語
』

の
日
本

へ
の
影
響
力

の
強
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。
三
番

の
歌
詞
が

「
蛍

乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」
と
唐
代
詩
文
ー

付
歌
曲

「花
」
唱
歌

「仰
げ
ば
尊
し
」
と
古
典
-

(27}



の
光
L

人
文
科
学
部
論
集

第
5
号

と
同
様

に
、
『
蒙
求
』
な
ど
に
見
え
る
蛍
雪

の
功
を
利
用
し
て

い
る

こ
と
は
言
う

ま
で
も
な

い
。

付
記

二
〇
〇
三
年
十
二
月
五
日
、
旅
順

・
二
〇
三
高
地
を
訪
れ
た
。
旅
順
港
側
か
ら
見

る
と
今
は
樹
木

に
お
お
わ
れ
た
何

の
変
哲
も
無

い
小
高

い
丘

で
、
正
し
く
高
地

で
あ

っ
た
。

乃
木
希
典

の

「
爾
霊
山
」

の
詩

に

「
万
人
斉
仰
爾
霊
山

(万
人
斉
し
く
仰

ぐ
爾
霊
山
)
」
と
あ

っ
た

の
で
、

ど
ん
な

に
高

い
山
か
と
思

っ
て

い
た
が
意

外

と
な
だ
ら

か
な
丘
陵
で
あ

っ
た
。

こ
ん
な
平
凡
な
高
地
を
奪
う

た
め
に
何
万
も

の
犠
牲
者
を
出
し
た
か
と
思
う

と
拍

子
抜
け

が
し
た
。
山
頂
に
は
今
も
爾
霊
山

の

忠
魂
塔
が
立
ち
、
数
人

の
年
配

の
日
本
人
観
光
客
が
記
念
写
真
を
撮

っ
て

い
た
。

日
本
人
観
光
客
以
外

は
誰

一
人
お
ら
ず
、
戦
前

の
教
育
を
受
け
、
「
水
師
営

の
会

見
」
を
歌

っ
た
古
希
を
過
ぎ

た
老
人
た
ち

の
懐
旧

の
観
光

ス
ポ

ッ
ト
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。

こ
こ
か
ら

は
旅
順
港
が

】
望

で
き
、
確
か
に
戦
略
上

の
重
要
な
高
地

で
あ

る
こ
と
は
理
解
で
き

た
。
目
を
反
対
側

に
や
る
と
、

日
本
軍

が
攻
め
上

っ
た
側
は
さ
す

が
に
急
峻
で
、

こ
こ
を
よ
じ
登
る

の
は
さ
ぞ
か
」

苦
し
か

っ
た
で
あ
う

つ
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き
た
.
当

日
は
快
晴

で
あ

っ
た
が
、
吹
き
来
る
風

は
肌
を
刺
」

謝

こ
れ
が
雨
雪
を
伴

っ
た
日
に
は
ど
ん
な

に
寒
か
ろ
う

か
と
日
露

の
将
兵
た
ち

の
苦
労
が
偲
ば
れ

た
。
戦
史
を
経
け

ば
、
二
〇
三
高
地
占
領

は
、

一
九
〇
四
年
十
二
月

ー

五
日
午
後

一
時
と

い
う
。
時
計
は
恰
も
十
二
時
を
廻
り
、
九
十
九
年
前

の
ち
ょ
う

ど
こ
の
頃
は
、

日
露
最
後

の
激
戦
が
交
わ
さ
れ
、

「鉄

血
覆

山
山
形
改

(鉄
血

山

を
覆

ひ
、
山
形
を
改
む
)
」

(
乃
木
希
典

「爾
霊
山
」
)
状
況
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

露
西
亜
帝
国

の
東
方
経
営
、
南
下
政
策

の

一
環
と
し

て
、
大
連

・
旅
順
は
開
発
さ
れ
、
日
露
戦
後
は
大

日
本
帝
国
大
陸
進
出

の
基
地
と
し
て
、
鉄
道

.
病
院
な

ど

の
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
元

の
中
国

に
返
還
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま

で
の
中
国

の
人

々
の
苦
難

の
歴
史
は

い
か
ば
か
り
で
あ

っ

た
だ
ろ
う

か
。
水
師
営
会
見
所
は
今
も
残
り
、
多

く

の
日
本
人
観
光
客
を
集

め
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
、

日
清

・
日
露
戦
争
時

に
虐
殺

さ
れ
た
中
国
人
の
写
真
も
あ

っ
た
。
旅
順
攻
略
戦
で
は
日
露
数
万

に
の
ぼ
る
戦
死
傷
者
を
出
し
た
が
、

一
番

の
被
害
者
は
現
地

の
住
民

で
あ
ろ
う
。
勝
手

に
自
国

の
土
地

に
入

っ
て
き
た
日
露

の

軍
隊
に
よ

っ
て
、
多
く

の
無
享

の
民
は
犠
牲
に
な

っ
た
。

し
か
し
、
改
革
開
放
後

の
旅
順
は
今
や
観
光

の
人
気

コ
ー

ス
と
し

て
定
着
し
、
日
本
人
観
光
客

の
落

と
す
外
貨

で
地
元

の
人
々
は
潤

っ
て
い
る
。
二
百
三
高
地

山

頂
登
り

口
に
は
、
駕
籠

か
き

が
居
て
、

一
人
百
元
ほ
ど
の
料
金
を
取

っ
て

い
た
。
横
で
見

て
い
る
と
、
駕
籠

の
持
ち
主
と
雇

用
人
が
い
る
よ
う

で
、
資
本
家
と
労
働



者

の
搾
取

・
被
搾
取

の
原
型
を
見

る
思

い
が
し
た
。

た
だ
、
旅
順
観
光
も

日
本

の
戦
前

に
生
を
受
け

た
人

々
で
も

っ
て
い
る
よ
う

で
、

人
気

が
無
く
、
戦
後
生
ま
れ

の
日
本
人
は
あ
ま
り
訪
れ
な

い
よ
う

だ
。

欧
米
の
人
に
は
当
然
な
が
ら

(29)

 

乃
木
希
典

「金
州
城
下
作
」
と
唐
代
詩
文
ー

付
歌
曲

「花
」
唱
歌

「仰
げ
ぱ
尊
し
」
と
古
典
ー


